
① 令和６年度 中学校英語スピーキングテスト（ESAT-YEAR1）について 

上記の件につきまして、別紙でお知らせいたしました通り、令和７年 2 月に実施予定となってい
ます。保護者の方と、生徒のアカウントの作成が必要となりますので、お早めにご準備いただきた
くお願いいたします。薬師中学校としての締め切りを 11 月８日（金）とさせていただいております。
その後の確認作業に時間を要するため、何卒ご理解くださいますようお願いいたします。 
不明点などお問い合わせ   ESAT―J 保護者・生徒用窓口 ０５７０－０３８－７７７ 
               （受付 月～金 午前 10時～午後７時 土日祝除く） 

 
② 三者面談について  お知らせプリントを来週配付します。 

面談期間 12月３日（火）～12月１０日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先週、金曜日の午後に、安全指導の一環で「スケアード ストレイト」という自転車に潜む危険につ

いて学びました。スタントマンの方のリアルな現場を目の当たりにし、日常の乗り方を振り返る良い機

会となりました。自転車は中学生にとって、とても身近なものです。慣れからの気の緩みや、自分のや

りたいことを優先し、「ながら運転」にならないように、今一度確認し、校外でも安全な毎日を送って

ほしいと思います。 

 音楽祭の作文から  実行委員の作文より２ 

             音楽祭を終えて         ２組 生徒 

 私は、音楽祭を終えて「協力」の大切さを改めて実感しました。 

 最初は実行委員の仕事が全然わかりませんでした。合唱練習のやり方、歌い方もわからず困っ

ていました。でも、ほかのクラスの実行委員や先輩たちが、話を聞いてくれたり、教えてくれたり

しました。そして少しずつ練習方法がわかってきました。私は、その時すごくうれしい気持ちにな

りました。クラスや学年の壁を越えて実行委員全体で協力しあっていて、話かけてくれる他のク

ラスの実行委員も、声をかけてくれる先輩も、みんなで作り上げる音楽なんだと思いました。 

 また、クラスでもみんなで協力しました。まず、パートリーダーです。パートリーダーと、並び

方やアドバイスについて一緒に考えました。アドバイスは適切で、困っていることなども聞いて

くれて、本当に助かりました。それに、指揮者もです。課題曲の指揮者も、自由曲の指揮者も毎回、

歌い終えたあとにアドバイスを言ってくれました。みんなが歌いやすくなるためにどうしたらよ

いか、などを考えたり、楽譜に大事なことを沢山書き込んだりもしました。クラスのみんなも、一

人ひとりが協力してくれました。 

 練習を続けていくにつれて、クラスが一つにまとまっていきました。そして、当日、みんなの歌

を聴いて、本当にびっくりしました。今までの歌の中で一番良い歌でした。全員が、きれいな声

で、かつ、声量も出ていました。学年の最優秀賞にはならなかったけど、2 組全員の力は出せたの

で悔いはありません。 

 今回、私は、実行委員になり、不安でした。でも、いろんな人と協力をしました。なので、この

経験を２年生、３年生になっても生かせるようにしたいです。 

               

    

 

音楽祭を終えて         ３組 生徒 

 私は音楽祭で実行委員、そして伴奏者をやりました。その中で、頼れる人、助けてくれる人、協

力してくれる人達がたくさんいて、その人たちの存在はとても大きいということを改めて知るこ

とができました。 

初めて、クラス練習をしたとき、何をすればよいのか、どう進めればよいのかなどわからず、悩

んでいました。けれど、ただ、指示ができるのを待つだけではなく、「次はこれをやろう」と声を

かけてくれる人達がいました。他にも、しゃべったり、ふざけている人がいて、なかなかみんなが

指示を聞いてくれないとき、「静かにしよう」と大きな声で注意してくれる人もたくさんいて、練

習の進みが早くなったり、無駄な時間を減らすことができました。クラスの歌声があまり出てい

なかったときはトレーニングの仕方を教えてくれた友達もいました。すると、みんな前よりも声

が出て最後まで力強く伸ばせるようになりました。また、ほかのクラスの実行委員の人達ともお

互いに自分のクラスの練習の悩みを話し、共感して他のクラスも悩んでいることがわかり、全て

自分がやらなければならないという気持ちが少し軽くなりました。先輩方も忙しい中、私が質問

すると、優しく丁寧に答えてくれる場面もありました。 

音楽祭当日、1 年生の発表が終わったあと、部活の先輩が私の席のほうへ来て、「ピアノ上手だ

ったよ」と言ってくれました。また、友達は実行委員として担当している司会の仕事へ行くときに

「頑張ってね」と声をかけてくれたり、音楽祭が終わったあとに、「お疲れ様」と声をかけてくれ

ました。このように、私はたくさんの人に支えられていることを知りました。今度は私も誰かを支

えられるように、役にたてるようになりたいと思いました。 

 

                意味のあった音楽祭     １組 生徒 

 今回の音楽祭で思ったことや学んだこと、成長できたことがあります。 

一つ目は練習期間のことです。最初はあまり声がでなくて、どうしたら声がでるのか、どうしたら

最高の合唱になるのか、相方の実行委員や先生とたくさん考えました。僕たち実行委員はみんな

がやる気を出して合唱練習に取り組めるように盛り上げるということをやってみたらみんなのや

る気が出て合唱のレベルがいきなり上がりました。その時はすごくうれしかったです。それに、僕

たちの合唱練習の進め方が上手だと音楽科の先生や担任の先生に誉められたこともすごく心に残

っています。このことがあり、自分に自信がもてました。二つ目は、音楽祭を終えたあとのことで

す。最優秀賞とはならなかったけれど、先生方や先輩に言われてうれしかったことがあります。

「音程やハーモニーがとてもきれいだった」この時、僕は思いました。みんなで頑張って練習した

成果が出たのだと。もう少し声を出せていれば最優秀賞があったんじゃないかと思いました。で

も、すごく意味のあった音楽祭になったと思います。 

 この音楽祭を終えて、1 年 1 組はメリハリが一番できるクラスだと思いました。他のクラスの

練習の悩みを聞きながら、1 組もクラスとして成長できたと思いました。そして、これからこの音

楽祭で誉められたことを、自分の自信にしていきたいです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

土、日を除く６日間で実施しますので、ご予定くださいますようお願いいたします。 

飛 翔 第一学年便り 

町田市立薬師中学校 
第 1学年 

令和６年１１月１日 
第２７号 

 
一味同心 

 

 交通ルールの見直しを 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


